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非利き手による書字訓練のリハビリ応用の可能性

原科 幸一郎（一関高専 情報ソフトウェア系）

本研究の目的は、成人右利き者が左手で文字を練習

することで、美しい文字を書く能力を後天的に獲得可

能であるかを検証することである。

 補足

 研究アイデアの概要

 研究アイデアの概要

以前、利き手ではない左手で自分の名前を書いたと

ころ、自分でも驚くほど文字を書くのに苦戦した。そ

もそもペンを上手く持つことができず、また、直線や

曲線も思うように書くことができなかった。面白いこ

とに、その文字は幼稚園の頃の文字に酷似しているこ

とに気づいた。以上のことから、次のように仮説を立

てる。

 仮説

非利き手では筆跡の先入観がなく、幼児のように基礎

から運筆能力を獲得しやすいのではないか。その結果、

利き手よりも綺麗な文字が書ける可能性があるかもし

れない。

 独自性

このアイデアの独自性は、「やろうと思えば紙とペン

だけで始められる」というシンプルさである。しかし、

シンプルな切り口ながら、「文字の美しさ」という抽

象的な問題に挑戦している。

脳血流測定装置を用いて、左手と右手で文字を書い

たときの脳活動の違いを測定した。

 実験

 今後の研究の妥当性

研究は、被験者に文字練習を継続してもらい、前後で

比較するという方法を取る予定である。直線や曲線を

描く課題を用いて、客観的に精度を測定できるように

する。その後、「練習をどう変えるべきか」を調べ、

リハビリ応用につなげたい。
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